
様式第３号の２（第７条関係）
審　議　経　過
Ｎｏ.１
	
	１　開会

	
	２　辞令交付式

	事務局
	＜３名の委員交代あり。市長から代表者へ辞令を渡す＞

代表して、伊万里市老人クラブ連合会　会長　平田　騏一郎　委員へ交付。
（その他の交代された委員は、伊万里警察署　生活安全課　課長　野中義仁　委員、伊万里市　副市長　桑本成司　委員　）

	
	３　市長挨拶

	
	４　委員紹介

	
	５　会長・副会長の選任
　＜立候補、推薦なし＞
　事務局案として、
　会長　　伊万里市区長会連合会　会長　吉田　正男　委員
副会長　伊万里市老人クラブ連合会　会長　平田　騏一郎　委員
　＜異議なし、承認＞

	事務局
	６　伊万里市廃棄物処理等対策審議会への諮問
　・伊万里市災害廃棄物処置計画の改定について
　＜市長から吉田会長に諮問書が渡される＞

	事務局

	７　審議事項
　・伊万里市災害廃棄物処置計画（案）について
　＜事務局から１編・２編を説明し、質疑応答を行う。＞
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	皆さん、今　説明がありましたけれども、質問・意見等があればそれをお受
けしたいと思います。・・・・何かございませんか。
今、説明を受けながら、出たごみをどうしていくのかという部分を感じたのですが、伊万里市は広いですよね。県でも１０％くらい土地があって、地域が分散して、災害の在り方についても市全体が一斉に被害を受けるということは到底ないだろうという感じがします。
過去の災害について書いてありますけれども、山代地区の地震や４２年水の時の大川内から伊万里市にかけての床上浸水等の被害の部分とか、１０数年前に南波多地区が水害で被害がありました。
計画を作るとき、地域毎にこれ位の被害が出ますよっていうもの、水害であれば想定できるかなと思いますし、災害廃棄物をどこに持って行くかなどの指定がされていない。
伊万里の街が被害にあったときに、当面の間ごみを持って行く場所は想定しておいてよさそうだという気がするけれど、その辺はどうなのでしょうか。漠然として、後で考えますみたいな感じになっていたので。
２点お答えしたいと思います。
まず１点目、地区ごとに被害設定したほうがいいのではないか、というお話でございますけれども、市ではハザードマップを作っておりますので、その中で浸水区域の想定があります。
一つ一つゼンリンで見ながら色がついたところを拾っていけば、時間はかかりますが可能だと思います。
２点目、伊万里市の仮置場の件です。市全体のオーソライズはできておりませんが、部内では一応固めております。
実は仮置場は、多くの市町では公表していません。
なぜかと申しますと、公表した場所に少し強めの雨風で、災害が起こったからと災害ごみが持ち込まれる恐れがあるので、県内では鹿島市、嬉野市は候補地を公表していますが、それ以外は未公表としています。
伊万里市も未公表ということで考えております。
被害想定は、小さい部分ではなく、市街地は、家屋の集まっているところをおおかたの想定でいいのではないかと思います。
考えられるのは、山の裾野など、土砂崩れの被害が最近多いようです。
私たちもそういう地域に住んでいるので、自分のところは被害を受けないかもしれないけど、上の方にはため池があるので崩れたら大変ですよ。
ただ、集落が少ないから、その辺はその数字に入れなくてもいいのかと思います。
少し漠然としているので、大規模な災害が起きたら、災害ごみをどこに持って行けばいいのか。まあ、公民館あたりに置いておけばいいかもしれないですが。ご意見ありがとうございました。
他にありませんか。
　計画自体が現在の異常気象に伴う大規模災害を想定したものになっているかと思います。
ですから従来の災害と違う形態に変わってきているから、このような計画が必要になると思います。
そういう意味では、（委員１）が言われた通り、ある程度、場所の特定はしなくても、例えば市内を４ブロック、市街地もいれて５ブロックとか、そのような形で、きちんと仮置場の確保をしているというところを、計画で市民の方にいかに安全安心の街づくりができているのかというのを示す必要があるのではないかと思います。
行政として計画を策定する際に、被災者になる可能性のある市民の方に、非常時だけでなく通常時の気構えなどを分かりやすく計画の中で示すこと。まあ当然、実施計画の中で明記されると思いますが、基本計画の中でも示す必要があるのではないかという気がいたしました。
それから、近年の人吉市や武雄市での水害では、私は人吉に知り合いがいて、災害が起きてすぐに現地に行きましたが、狭隘な土地の中で、大規模な川の氾濫があって、やむを得ず分別もせずに家の前にいろんな災害ゴミを出しておられました。その中には、腐敗をするごみと、ある程度洗浄して保管ができる災害ごみがあると思います。
この中で広域の協力体制を構築すること、県内・もしくは周辺に協力を仰いでいくということを表記した方が良いと思いました。

分かりました。最終版では反映させながら再度、皆様にご確認を取りたいと思っております。
広域で処理する場合は、どこかと協定をしているとか。
はいそうです。
　近隣では、処理が一緒になるかもしれませんよね。
例えば、さが西部クリーンセンターで言えば、大村市の焼却場との協定があり、実際、去年大村市で処理できない、１0,000トンはいったんこちらで受け入れる協定があります。
　災害のあったところの家の片づけを見ていたら、家電品も一緒にどこかに片づけないと零細規模で分別していても対応できなくなるしね。
そこでどんな収集をするのかということではないのかと感じがするね。
災害が無いことが一番ですけどね。
　あの、楠久断層で最近いつ頃まで地震があったという確認ができているのでしょうか。
　何年か前にあったろう。あれは楠久断層じゃなかったかな。
防災危機管理課に確認します。
　楠久断層は、山代町内にありますから、道路が全然使えなくなる可能性も考えられる。そこら辺のカバーとかを考えてなく、民間業者に頼みますというけれども、例えば道路が悪くなっているのでごみを運べないとか、山代方面は道路が海岸沿いで４車線ではあるけれども、そこを通っていくことができるのかという話も出てきますよね。
運搬する場合も、例えば松浦市で対応してくれたらいいけれども、そういう訳にはいかない。そのような部分を考えておかないといけませんね。
　よそにお願いしますと言っても、どのようなルートで行くのかということも考えておかないといけない。
　海路を使うっていうこともあり得えますよね。
連携できる海岸沿いのどこかの市町、大村とか糸島の辺りは行けるねとか。
国が出した指針に基づいてしていると思いますが、伊万里に基づいたものを
ある程度考えて入れ込んでいかないといけないと思いますよ。
　＜防災危機管理課からの情報を報告＞
　現状、楠久断層を起因とした地震はないとのことでした。
＜地震ではなく落盤とのことで委員納得＞
他に皆さんから何かないですか。
自分の生活に基づいたことで何か意見・質問はありませんか。
ここの中ではおおまかなことしか書いてないですしね。
あと、実行計画を作りますと書いてありますが、今の話を聞いていると実行計画はいざというときにしますよという話だが、草案はありますけれども。
　

実行計画というのが一番、住民にとっては大事なところですよね。
いざという時に、私たち住民がどのような行動を取ればよいかを教えてもらわないといけない。
実行計画は、後で作るような言い方でしたが、災害が起こった時はバタバタしていて作る暇はないだろうし。
はい。実行計画については災害が起こったあと、災害の規模や状況に合わせて作成するとはなっています。ただし、会長がおっしゃるように実行計画の素案的なものは平時に準備が必要だと考えております。
　ほかに何かないですか。
　小さいことでもお尋ねいいですか。
規模の小さな風水害がありますよね。私は農協側ですので、農協の共済が支払いになったという時に、個人的に畳、瓦の処分は、さが西部クリーンセンターに持って行っていいのでしょうか。大きな災害だと、皆でまとめて収集しますという話になると思いますが。
今おっしゃられた部分は、通常、さが西部クリーンセンターへ搬入をお願いしています。
台風などのあとは、市民の方から同様の問い合わせもあり、現状のクリーンセンターのルールに基づいた対応をお願いしているとことです。
　それは、無償で受け入れはしてもらえますか。

　有償ってことでしょうか。
　基本、有償になりますが、台風等、天災が原因と認められる場合は、市で現地の確認等をさせていただき減免になることもございます。
　まずは、被害状況を連絡していただくことになります。
　それは徹底できているのかな。
　例えば、県や国が台風の災害という認定をすると、本来は廃棄物を処理する際は料金がかかるわけですが、それに対して減免措置を行うことになります。　ただし、ちょっとした水害などには災害の認定がありませんので、有償になります。市民への周知については、まず、市から広報を行い、また区長さんや地区の方から災害の状況報告をしてもらいます。それに対する搬入等も区長さんを通じて行うような対応になると思います。
　事前に連絡をしてくださいという周知はしておかないといけないね。
そうですね。今年の９月には、台風が毎週来ましたけど、台風が過ぎた後、市から災害の報告を区長さんにお願いし、その中で、例えば床下浸水や床上浸水の被害があった場合は、ごみの減免措置について対応することになります。今回は床上浸水まではなかったと思います。
はい、直近では令和元年の大雨の際に床上浸水等があったのですが、その時は減免の対応をさせていただいております。
意外と台風の被害は、屋根が飛んだとかガラスが割れたとかいうより、雨風の降り込みですね。畳がダメになったとか、軽微なものがどうなのかなって思って聞いたのですが。大規模で浸かったとかでなくても、連絡をしておけば減免措置ができるってことですね。
　そうです。確認をさせていただいて災害によるものと認められたら、減免いたします。
　私たちも自覚がないと思います。市から減免措置があるということを知らない。農協共済の連絡があって対応をしているけど、災害廃棄物の減免に関する助言はしていないと思います。周知されているとは思いますが、もう少し分かるようにお願いします。
　家屋、ハウスのビニール、廃ビニールは産業廃棄物扱いになるので、通常の一般廃棄物の受け入れは難しいですね。それは農協さんで専門業者を通して行うかたちで、そこは保険の農業共済の保険の適用もあるかと思います。
　そこらへんは、理解しております。
　はい。ありがとうございます。
　各自から個人で持って行かれるということもあると思うので、そのあたりの家屋、住宅に関係するものだけでもいいかと思いますので、よかったら農協長さんにご連絡ください。
　はい。承知いたしました。
　他に内容的に何かないですか。
すいません。私からちょっと。
住民に対する部分というのは、ここには多く記載されていないようですが、計画の中で住民がしないといけないこと、住民ゴミの出し方をこういう風にしてくださいという部分を載せた方がよいのではないでしょうか。
市がしないといけないことはどうでもいいです、はっきり言って。計画は作ってもらっていいので、あくまで県との連絡とか、国との連絡とは決めてもらうのはいいが、住民に影響がある部分というのが目立つような形で表示をしてもらうとよいと思います。
　はい。
　まず、住民がしないといけないことを教えていただくよう計画に記載してもらったほうが分かり易いと思います。
　それは、大規模災害の時における住民の役割というような項目を作ってということですか。
　項目を作らなくてもいいので、分かるようにさえなっていればいいと思います。ある程度のことをまとめてもらって、こういうときには　こうしてということをまとめてあれば分かり易いかと思います。
　今、会長がおっしゃられたところはわかりますが、基本的には、先ほどから説明をしているとおり、災害が起こった時に策定する実行計画の中でその部分をしっかり示していくということになります。事前段階として、素案のようなものをこちらで準備しておく、そこには市民がどういうことをすべきか、行動等について盛り込むかたちになります。
あくまで計画（案）は、指針に基づいた内容にしていますが、いただいたご意見、住民に関する部分について、検討させていただきます。
　１８ページにボランティアのことが書いてあります。ボランティアは主に搬出作業をされるため、注意事項や留意点が表１１に書いてあります。
　危険物は扱うなとか、いろいろ書いてありますが、実際にボランティア活動を行う人が、どのような行動を取ればよいかもう少し分かりやすく表記した方がいいと思います。
他に何かありませんか。
　言われているのは、４章のところに住民等への啓発・広報としているよね。

　ここに被災された人、被災されてない人など、市民の対応とかを、記載しておけばよいのではないかな。
　はい、検討します。
　仮置場を作ったとして、仮置場を各町に1ケ所できて、１０カ所ほどできたとしたら、その時に、環境政策課の職員は現場へ指導に来るのですか。
　もちろん。職員は張り付くことになりますが、その災害の規模にもよって、対応が異なる場合もあります。
　各町に全部設置しないとしても、仮に６カ所あったとしますよね。

　その時は、市の職員がそれぞれ指導するということでしょうか。
　先ほど申し上げた民間業者と連携を取り対応することになります。
　地域で対応するようなことはないということでしょうか。
　はい基本的にはその通りでございます。

　関連して、伊万里市の中で仮置場を何カ所設置するかということですが、武雄市の水害の場合は、令和元年度は６ケ所の仮置場を設置されて、令和３年度の水害時は、２カ所に減らしてあります。いろんな対応という部分で６カ所では手が回らなかったということが分かります。
　災害の規模や状況に応じて、仮置場をどれだけ設置するのかを判断する必要が出てきます。
　結構な数になると思いますよ。波多津は特に土地が全部離れているからね。
それぞれの地区に置くことになると思います。
　市全体が被害を受けるような地震災害のようなときは、会長がおっしゃるように、それぞれのところに仮置場的な場所が必要となってくるかと思います。
波多津にいたら伊万里には持って行かないからね。
　波多津に起きたら、波多津は波多津。大川で起きたら大川に置くしかないから。そこは地域のことを考えてもらわないといけないと思う。
数を絞ってと言われても、武雄のように狭い町ではないので考えてほしい。
　いざ動けるようにしてもらって、現実問題としてお願いしたいと思います。

　他はいいですか。なければこれで、今日の処理計画の審議を終わりたいと思います。


	事務局
会長

事務局
	８　その他
＜事務局から今後のスケジュールを説明＞
今後のスケジュールについてご説明いたします。
お手元にお配りしております、資料１の２ページをご覧ください。
今日は説明時間も限られておりましたので、計画案につきましてのお気づきの点、疑義等、今後も出ることがあるかと思います。１０月末まで期間を取らせていただき、ご意見をお受けしたいと考えております。
お手数をおかけいたしますが、ご意見等ございましたら、お配りしております意見書にご記入いただき、直接環境政策課へご提出いただくか、ご連絡をいただければ受け取りに伺いますので、よろしくお願いします。
事務局で取りまとめたご意見等、計画への反映などにつきましては、事務局から各委員へ説明させていただき、会長、副会長にご了承していただいたのち、審議会として答申をいただきたいと考えておりますが、そのような対応でよろしいでしょうか。
　皆様から意見が出てきたとして、意見等の考え方を事務局でまとめてもらって、それぞれの委員さんにお配りをする。それで問題がなければ会長・副会長に任せるという意味でいいですか。
　はい、そのとおりです。
その手続きを経て、会長から市長へ答申を行い、その後、市民に向けてパブリックコメントを1カ月程度行う予定です。最終的には年明け２月～３月に計画の公表としていますので、よろしくお願いいたします。
　＜委員了承＞


	事務局
	９　閉会
それでは長時間に渡りましてご審議いただきありがとうございます。以上をもちまして当審議会を終わらせていただきます。

　本日はありがとうございました。
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